
 

 

 

今年の保物セミナーは恒例の原子力規制庁の「特別講演」、「福島の復興に向けての取り組み」及

び「リスクと確率」のテーマの他に、微量放射線の健康影響（ホルミシス効果）を最後まで唱え

ておられた亡き「近藤宗平先生追悼講演」と福島原子力発電所の事故当時に、ユニット所長とし

て免震重要棟に泊り込み事故の対応にあたられた現原燃輸送㈱吉澤厚文社長に当時の状況につい

てお話し頂き、討論する「ボイリング・ディスカッション」を行います。その後、直接意見交換

をする「吉澤厚文社長を囲む会」を開催いたします。多くの皆様のご参加を心よりお待ちしてお

ります。 

 

第 1 部 講演会 

特別講演 「最近の安全規制と規制の現状」 

テーマ１ 「福島復興に向けた取り組みと放射線防護上の課題Ⅲ」 

テーマ２ 「近藤宗平先生 追悼講演」 

テーマ３ 「リスクと確率について考える」 

第 2部 ボイリング・ディスカッション 

セッション１「福島原子力発電所で何が起こったか」 

セッション２「吉澤厚文社長を囲む会」 

「「福島原子力発電所で何が起こったか」 
主  催：保物セミナー2014 実行委員会  

共催団体：(一財)大阪科学技術センター、（一財）電子科学研究所、近畿大学原子力研究所、 

 NPO 安全安心科学アカデミー 

協賛団体：関西原子力懇談会、（公財）放射線影響協会、（一社）日本保健物理学会、 

(予定)  （公社）応用物理学会 放射線分科会、医療放射線防護連絡協議会、環境放射能除染学会、 

（一社）大阪ニュークリアサイエンス協会、（公財）原子力バックエンド推進センター、  

（公社）大阪府放射線技師会、製薬放射線コンファレンス、（一社）日本原子力学会 関西支部、 

（公財）原子力安全技術センター、日本放射線安全管理学会、（公社）日本放射線技術学会、 

（公財）体質研究会、（公社）日本アイソトープ協会、（公社）日本診療放射線技師会 (順不同) 

開催日時：平成 26 年 12 月 9 日（火）9 時 25 分より 

開催場所：大阪科学技術センター 8 階大ホール  

     （第 2部 セッション 2の吉澤厚文社長を囲む会は７階レストラン） 

〒550-0004 大阪市西区靭本町１丁目 8 番４号  

Tel.06-6443-5324 Fax.06-6443-5319  

参 加 費：5,000 円（第 2部 セッション 2の吉澤厚文社長を囲む会参加者は別途 5,000 円） 

申込方法：申込書（PDF  WORD）に必要事項をご記入の上 FAX 又は E メールにてお申込みください。  

受付番号を記載し、FAX 又は E メールにて返信致します。  

申込み先：Fax．06-6252-0851 E メール：seminar@esi.or.jp  

NPO 安全安心科学アカデミー「保物セミナー2014」事務局宛  

〒542-0081 大阪市中央区南船場 3 丁目 3 番 27 号サンエイビル 2 階  

Tel.06-6252-0851 http://www.anshin-kagaku.com/ 

保物セミナー2014 

開催のご案内 

http://anshin-kagaku.news.coocan.jp/hobutsu2014sanka.pdf
http://anshin-kagaku.news.coocan.jp/hobutsu2014sanka4.docx
mailto:seminar@esi.or.jp
http://www.anshin-kagaku.com/


 

 

 

 

 

 

 

 

保物セミナー2014 

プログラム(案) 

開会のあいさつ（9：25～9：30）     実行委員会委員長 辻本 忠 

                    ＮＰＯ安全安心科学アカデミー理事長 

            （一社）日本保健物理学会企画 

9：30～11：30 

テーマ 1：福島復興に向けた取り組みと放射線防護上の課題Ⅲ 

―福島県における住民の線量評価 ― 

座 長 ：山西弘城 近畿大学原子力研究所 教授 

演 題 ：1.土壌に分布する放射性セシウムに対する公衆の線量換算係数 

佐藤大樹 日本原子力研究開発機構 研究副主幹 

2.日常生活における個人線量の活用例 

①川俣町における報告 

細野 眞 近畿大学高度先端総合医療センター 教授 

②伊達市における報告   

伊達市役所健康福祉部健康推進課(ご依頼中) 

3.住民の個人線量の推計 

矢島千秋 放射線医学総合研究所 主任研究員 

 

NPO 安全安心科学アカデミー企画 

12：30～13：30 

特別講演：最近の安全規制と規制の現状       

座 長 ：飯田敏行 大阪大学 教授 

講演者 ：松本武彦 原子力規制庁 放射線規制室 放射線検査管理官  



 

 

 

 

 

近畿大学原子力研究所 企画 

13：40～15：40 

テーマ 2：近藤宗平先生 追悼講演 ― 近藤宗平先生は我々に何を残したか ― 

挨 拶 ：伊藤哲夫 近畿大学原子力研究所 所長 

座 長 ：小田啓二 神戸大学 教授 

演 題 ：1.近藤先生とガラス線量計 

細田敏和 ㈱千代田テクノル 会長 

2.近藤先生と放射線遺伝研究 

藤川和男 近畿大学 教授 

3.近藤先生と放射線ホルミシス研究 

田ノ岡宏 元国立がんセンター 

4.近藤先生と NPO 安全安心科学アカデミー 

辻本 忠 NPO 安全安心科学アカデミー 理事長 

（一財）大阪科学技術センター企画 

15：50～17：40 

テーマ 3：リスクと確率について考える ―ひとりひとりがリスクと向き合うために― 

挨 拶 ：山本幸佳 大阪大学名誉教授（電離界に関する調査研究委員会委員長） 

座 長 ：竹下達也 和歌山県立医科大学 教授 

ｺﾒﾝﾃｰﾀｰ ：甲斐倫明 大分県立看護科学大学 教授 

演 題 ：1.科学情報のリスクコミュニケーションにおける課題 

広田すみれ 東京都市大学メディア情報学部 教授 

2.安全と基準～環境分野と放射線防護分野におけるリスク受容とその管理～ 

村上道夫 東京大学生産技術研究所 特任講師 

 

（一財）電子科学研究所 企画 

18：00～19：00 

ボイリング・ディスカッション  

セッション１ 福島原子力発電所で何が起こったかー 

司    会：豊田亘博 大阪大学特任研究員 

講 演 者 ：吉澤厚文 原燃輸送㈱ 社長 

（一財）電子科学研究所 企画 

19：00～21：00  

ボイリング・ディスカッション 

セッション２ 吉澤厚文社長を囲む会 

会    場：大阪科学技術センター7 階 レストラン 

挨    拶 :下  道国（藤田保健衛生大学客員教授） 

司    会：飯田泰二 （長瀬ランダウア㈱大阪営業所所長） 



 

 

 

 

大阪科学技術センター（OSTEC）の交通アクセス 

  


